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＜連絡事項＞

· 5/13、5/14　戸賀沢真貴子さん　ローテーション研修。

· 5/13～5/15　職員旅行（韓国）のため、上野葉子・佐々木智枝子不在。

＜外来情報＞

· 岩織　由美子様～青山荘で掃除を行い、スタッフから早くてきれいだと誉められたと報告。手の

振るえはあるとの事。喉の痛みを訴えトローチ1週間分処方となっている。

今週末も外泊するとの事。担当医から青山荘退所に向けて面談を行う事を伝えると、「面談しなくてもいい」と話される。

· 袴田　隆裕　様～農園カフェは4時間での就労はきつくなってきた為、3時間にすると話す。職場

の方から農作業を進められており、農作業であれば出来そうだと考えている為、こころすこやか財団スタッフと相談するとの事。手の震えを訴え、内服薬変更となっている。デイケアを辞めたいと話しているが、気分転換の為にも通所は継続するよう説明している。

· 繁名　和恵　様～風邪症状の訴え聞かれるが、体温36.2℃。葛根湯の希望あり、PL5日分処方と

なっている。風邪の為デイケアに通所出来ていない事を気にかける発言聞かれている。

· 菅野　勝利　様～体重68.8kg。特に変わり無いとの事。

· 板橋　利美　様～口渇の訴えあり、採血・検尿実施。排尿回数は多くなる事はなく、夜間も中途

覚醒あるが睡眠は確保できており、睡眠も自然な状態で入眠する事が出来ているとの事。

· 淡路　智恵子様～ゴールデンウイークの過ごし方について報告。カロナールがなくなったとの事で、

20回分処方している。

· 本多　富美　様～昨日お父様の仕事の手伝いを行ったと話す。

· 神山　和典　様～「57歳になると疲れやすい」と訴えあり、調子が悪い時と良い時があるとの事。

「疲れが取れる薬はないですか？」と話される為、内服では改善しない為休養を取るよう説明している。

· 豊川　明男　様～青山荘スタッフ同伴しており、デイケア利用を週3日にしたいと希望。曜日や

いつから増やすのかは後で検討する事としている。抜け毛や筋肉痛について訴え

聞かれている。

· 下口　政子　様～採血実施。幻聴が聞こえる事があるが、気にしないようにしているとの事。

· 溝越　キク　様～体重71.2kg。本日デイケアを利用した事を報告している。

· 袴田　淑子　様～特に変わりはなく、睡眠も取れているとの事。

· 高柳　和子　様～デイケアで行っている内容について報告。日中に外出する機会があり、気分転換

になっていると話している。

＜事例検討＞

中居　松男様（65）統合失調症　デイケア利用（4年6ヶ月目）

検討内容　治療計画の見直し

治療計画　本人の負担とならないよう役割を提供し、充実感・達成感を得られるようにする。

現在の様子

· デイケア参加状況

　　　本人様は日課としてデイケア利用されている。出席状況はよく、プログラムにも安定して参加する事が出来ている。自信のあるプログラムでは表情よく、意欲を持って参加出来ている。興味のある事や、自信のある事、意欲のある事では、やりすぎて疲労が残る事があるので、作業量に指導や調整が必要。連休明けより、ぐったっりとしていることが見られる為、生活上脅威の確認や体調の確認を行う事が必要。

· 服薬管理

前回入院は怠薬による症状増悪であった。退院時に主治医（院長Dr）より次回入院となれば退院後に利用対象となる施設がないため、入院が長引くと説明されており、本人も服薬管理に気を付けていると話されている。また、退院後入所していた青山荘より、退所後引き続き、青明舎でも服薬確認を行っている。青山荘退所後のケア会議にて、服薬管理状況を評価しながら、徐々に青明舎での服薬確認の頻度を減少させ、自己管理出来るようにしていくという方向性が示されていた為、現状について、また今後について青明舎に確認を行う必要がある。

· 金銭管理

金銭管理は、月に一度お父様と八戸駅で待ち合わせをし、生活費を受け取っているとの事。毎月貯金をしていると話されていることや、金銭面での相談や問題も見られない事から、金銭管理には問題ないと思われる。

今後の治療計画

引き続き、現在の治療計画で進めていく。

＜利用者様情報＞

· 溝越　キク様～外来受診の待ち時間が長い為、通所を促すと他メンバーとの関係を気にする発言聞
　　　　　　　　　　かれる。必要であればスタッフ介入する事を説明すると来所している。来所後は他メ
　　　　　　　　　　ンバーとの交流見られ、本人が恐怖感を訴えるメンバーとは接点を持つ事無く過ご
　　　　　　　　　　せている。自宅では、一人で過ごす事が多い為、寂しいと感じているとの事。本日の
　　　　　　　　　　振り返りを行うと、「今日の様子だと、デイケアに来れそうな気がする」と話し、来週の
　　　　　　　　　　月曜日に通所予定としている。

· 田中　宏明様～昼食後、体調不良の訴えあり、早退を希望されている。状態について問うと、「五
　　　　　　　月病だと思うんですけど、なんかだるいんです」と話されている。他メンバーから
　　　　　　　のパソコンを使用した作業依頼を断れていない様子も見られるため、体調だけでな
　　　　　　　く、他メンバーとのやりとりの確認と、必要に応じて対人交流面での支援も行って
　　　　　　　いく。

· 宮　陽子様　　～他メンバーに対して細越様が入院となったことを声高に話して歩かれる。スタッフから
　　　　　　　　　　　他メンバーへ言わないように説明するが、「任意入院だから言っても平気よ」と話し、他
　　　　　　　　　　　者へ言う事をやめる様子はない。大久保様から、本人（細越様）が周囲のメンバーへ
　　　　　　　　　　　言って欲しくないと伝言を受けている事を伝えられても、「大丈夫よ」と発言あり。その
　　　　　　　　　　　後は他者へ話をしている様子はない。

· 本田　英之様～来所時から表情の険しさ見られ、他者から離れて過ごすことが見られる。不調に付いて
　　　　　　　　　　は、「体力的に不調なわけではない。気分的に落ちている」と話している。自分のパソコン
　　　　　　　　　　の故障や、好意を寄せる女性へ告白したが断られた事など、本人にとってストレス要因と
　　　　　　　　　　なると考えられる出来事が重なっている事から、状態観察と、関係機関への情報提供、
　　　　　　　　　　必要に応じて本人との面談等を行っていく。
· 荒木地　和弥様～来所時から体調不良の訴えあり、「めまいとぼんやりする感じがある」との事。いつも感
　　　　　　　　　　　じている症状との事で、スッキリする事はないと話している。昼食は、副食の和え物以外
　　　　　　　　　　　は摂取されている。引き続き様子観察していく。
· 田中　一様　～「昨夜、心配事があって眠れなかった」と報告あり。心配事の内容を尋ねると「陰
　　　　　　　部の先が赤く腫れていて、時々針でチクチク刺されたような痛みがある」と話され、　
　　　　　　　明日まで様子観察し、回復見られない場合は他科受診を勧めている。

· 長瀬　紘一郎様～スタッフに「ヘルパーさんを今後断ろうと思っている」と話され、理由を尋ねる
　　　　　　　と「一人で買い物もいけるし、掃除も出来るから来ても意味がないと思うから」と
　　　　　　　話され、スタッフよりここでは決められない事を説明し、青明舎スタッフに相談す
　　　　　　　るよう伝えている。関係機関に情報提供していく。

· 村上　元道様～診察時、主治医より幸房利用日を一日増やしても良いとの話があり、今後は火～金
　　　　　　　の週4日は幸房･ナイトケア利用、月曜日はデイケア利用となる。そのことに対し、
　　　　　　　「先に進めて嬉しい」と話している。










